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表紙の絵
EISで観測される輝線FeXV�285.1Åにより得られたフレアを起こした活動領域１０９３０の視線方向速度図（２５６秒角×５１２秒角）；表示の速度範
囲は－150 km/s（青色）～＋150 km/s（赤色）．最も大きな青方偏移を示す領域は，羊斑領域に一時的に出現したコロナホールと考えられ，
フレア核からはかなり離れた場所であった．（本誌 p.１５２より，渡邊鉄哉：プラズマ・核融合学会誌 Vol.84, No.3, p.１５２）
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